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NPO岐阜ａｉネットワーク

ロゲイニングでは、CO2を削減できる観光地誘導を
目指し、主に徒歩にて観光地や都市部を周遊して
もらっています。
やさしい日本語教室では、日本語教育を通じて、
廃棄物の削減、リサイクルの促進などを、在日外
国人へ伝えています。
自治会役務のDX化を推進することで、地域社会で
のペーパーレス化を推進しています。

視覚障がい者支援団体「岐阜アソシア」にて、視覚障がい者支援デバイ
スの体験会を行なっている。
岐阜在住の外国人向けの日本語教育プログラムを提供している。
自治会活動での役務DX化のために、アプリの開発を行い、地域社会に積
極的に貢献することを目指している。
「岐阜愛」を共通コンセプトにし、年齢、性別、居住地域、障がいの有
無に関わらず労働機会を提供している。
従業員や地域社会のメンバーに対して、各種イベントや教室運営を通じ
、教育トレーニングを提供し、持続可能な発展のための能力を育成して
いる。
健常者のみならず各種障がい者も参加できるロゲイニングイベントを通
じた健康促進プログラムを実施している。

ロゲイニングにおいては、地元だけでなく全国から参加者を募
り、購入費、宿泊費、購入費で地域貢献を目指している。
日本語教育においては、言葉の障壁を無くすことで、長く日本
の企業で働いていただけるよう努めている。
ロゲイニングイベントの際に、地域販売店をチェックポイント
にすることで、商業施設や店舗への誘引を行ないます。
最小地域コミュニティである自治会に対し、DXを推進するため
の土壌作りを行ないます。

⑮森の豊かさも守ろう

ロゲイニングでは、ほぼ徒歩や公共
交通機関での移動が実現できていま
す。
やさしい日本語教室では、廃棄物の
削減、リサイクルの促進などを都合
240名の外国人へ伝えることができ
ました。
自治会役務のDX化推進については、
今は情報収集に留まっています。

ロゲイニング：マイカーやバイクの利用率
やさしい日本語教室：教室の開催回数、参加者数
自治会役務のDX化：紙の削減率

ロゲイニング：R6年度までに0％を達成する
やさしい日本語教室：R6年度までに10回以上
の実施、参加者数は延べ３００名以上
自治会役務のDX化：R10年度までに50％以上を
達成する
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視覚障害者支援デバイス「あしらせ」の体験
会を２回行ない延べ４０名の方に試乗しても
らった。
外国人向け日本語教育プログラムを実施し、
計８回延べ２４０名の参加者があった。
自治会活動での役務DX化のために、実務の実
体験を実施している。
インターネットでの情報共有に、メール・LI
NE・Facebook などを常時活用している。
ロゲイニングイベントにおいて、延べ5名の障
がい者の参加を得ている。

ロゲイニングにおいては、遠くは関東、
四国からも参加してもらっている。
日本語教育において、延べ240人の参加
。
地域販売店をチェックポイントにする等
、地域経済が活性化するロゲイニングイ
ベントを開催。
自治会に対しDXを推進するためのアプリ
開発に投資を行なっている。

視覚障害者支援デバイスの体験会の開催回数
参加者数外国人向け日本語教育プログラムの実施回数
参加者数自治会活動での役務DX化アプリの完成数
ロゲイニングの年間開催数、参加者数同障がい者の参加者数

ロゲイニングにおいては、参加者のアプリ利用％
日本語教室への参加者数と満足度
ロゲイニングイベントでの地域販売店参加者数
平均購買額自治会アプリ開発企業の数

視覚障害者支援デバイスの試乗会の開催回数年に1−２
回
参加者数平均２０名在日外国人向け日本語教育プログ
ラムをR6年度までに４回以上の実施、参加者数は延べ
３００名
自治会活動での役務DX化アプリ数1利用してもらえる
自治会の数を年2−３件
障がい者の参加者数を１回あたり３名以上

ロゲイニングにおいては、参加者のアプリ利用
100%を目指す。
日本語教育の参加者数年間300人以上、満足度
80％以上
参加販売店数はイベントあたり２０店以上、平
均購買額1万円以上
アプリ導入自治会数、年間3以上

関連する資料などは、誰かひとりに任せるのではなく、全員が役割分担をして状態・状況について把握できるようにしています。

ホームページを現在更新中。
当NPOの事務所にて、ＳＤＧｓ達成に向けた取組みを掲示しています。


